


























































































































A班 B班 C班 D班 E班 総務 合計
０ 16,665 14,299 15,269 27,367 34,230 107,830
（円）
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　A班は渡辺先生の実験器具、メダカの借用によりかかった費用は無い。また総務の費用
には保険加入費用も含む。
改善点
　改善点として「連絡経路の一本化」、「余裕を持ったスケジュール調整」の二つが挙げら
れる。一つ目の「連絡経路の一本化」について今回の企画ではリアルタイムで情報が得ら
れ、学生の間では広く普及している無料通話アプリLINEを主な連絡手段として使用した。
しかし、一部の学生でLINEを使用していない者がいたこと、また多くの情報が一度に載
せられるとその前の情報が流れてしまうことが要因となり正確な情報が全員に伝わらな
い、または伝わるのに時間がかかってしまったりしていた。
　二つ目の「余裕を持ったスケジュール調整」についてはスケジュールが後の方にずれ込
んでいたこともあり、特に準備期間においては非常に慌しい日々であった。そのため、実
験に関する熟考の時間が少なかったように思われる。また、予定が詰まってしまい何をす
ればいいのか訳が分からなくなる者もいた。
　その打開策として、教職課程センターに掲示板とポスターを設置した。何が進行中で何
が終わったのか、そしていつに何があるのか整理して見られるようにした。これは上の二
つの改善点を改善するのに極めて有効な手段であり、設置後の問題発生数は減った。情報
伝達やスケジュール調整は企画を進める上で重要であるので、よりシンプルでいつでも見
られるような形が求められる。
評価すべき点
　今回の実験教室で、企画の全てを学生が執り行ったという点が最も評価すべき点である。
　学外の至る所で似たような実験教室は行われており、この企画で行われた実験と同じ様
な内容を取り扱っているものもある。しかし大学生が自発的に企画を立ち上げ運営を行う
のは、珍しいケースであり、その点に於いては学生が自ら行動して物事に取り掛かろうと
する自発性に加え、企画を盛り上げようと議論するときの発言力や聞く力、そして考える
力が大きく養える場であった。このことはこの企画の全体の目的である、「教職を目指す学
生のアクティブラーニング」を十分に満たしている。
　その他にも、大きな事故やトラブルが無かった点は運営がうまく機能していたと考えら
れ、それは実験班、総務共々評価すべき点である。
　また、この企画自体として参加した小学生の理科に対する興味を引けたこと、そしてこ
の企画がメディアに取り上げられて、理科に対する興味を持ってもらおうとする動きがあ
ることを世の中に大きく知らせることができたのは、「小学生に自然科学の面白さを伝え
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る」「地域の理科教育の発展に貢献する」に繋がる結果となったと考えられる。
総括
　企画を進めていく中で多少の問題点はあったが、全体的に見ると、大きな事故や問題も
なく無事に全てを終えることができたので、この企画は成功したと言える。
　立ち上げ当初の予定よりも規模が拡大し学生一人一人に対する仕事量が増えたが、その
分この企画に携わり得られたものは大きかった。実際、学生に対してのアンケートではこ
の企画に関してかなり充実した印象を持った学生がほとんどであった。学生それぞれが自
発性、協調性、発言力など何かしら得たものが有る筈である。よってこの企画に携わった
ことは個々の学生の今後に大きくプラスになった可能性が高い。
　また、今回の企画については非常に良いメンバーに恵まれたと言える。全体的に個性的
な人が多く、実験班、総務の中でその個性を生かしながらそれぞれの役職を全うできてい
たように思われる。この企画がこれほどまで大きく、そして面白いものになった一番の要
因は、メンバーに恵まれていたことだと断言できる。
申し送り事項
　私からこの企画自体について後続の者に申し送ることはない。なぜなら、一から組み立
てていくことがこの企画の醍醐味であると私は思うからだ。ただ、経験者としてこの企画
に携わる方へ以下のことを伝えておく。
　物事を為すとき、重要なのは「人との関わりを大切にする」、「情熱を持つ」、「楽しくや
る」ことである。結局のところそれが全てだと思う。こういった企画は人がいて初めて成
り立つものだし、情熱を注げばそれだけ良いものができる。そして楽しむこと、最終的に
楽しくなかったら面白い企画にはならない。上の三つをしっかりやることができればかな
り良いものができ、沢山のこと
ができる。何よりも凄く充実し
た日々を送ることができる。私
自身多くの物を得て、そして沢
山のことを学んだ。大切な仲間
が増えたことが一番かな。
　後続の方、頑張ってくださ
い、楽しんでください。応援し
ています。
